
【
一
月
二
十
七
日
】

児
童
発
達
支
援
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
所
へ

市
よ
り
江
見
政
策
審
議
監
、
春
名
総
務
部
長
、
大
佛
保
健
福
祉
部
長
、
栃

岡
支
所
長
、
安
藤
副
議
長
出
席
の
下
、

伊
藤
純
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
泉
大
津
教
室

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
、
約
一
時

間
、
施
設
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
説

明
の
後
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を

行
い
出
席
者

名
全
員
賛
成
で
、
旧
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幼
稚
園
部
分
で
施
設
を
開
所
す
る
方

向
を
決
め
ま
し
た
。
開
所
に
向
け
て

の
具
体
的
な
こ
と
は
今
後
決
ま
り
ま

す
。
そ
の
都
度
報
告
し
ま
す
。

集
会
所
の
名
称

施
設
を
開
所
す
る
旧
幼
稚
園
部
分

以
外
が
、
粟
井
地
区
の
集
会
施
設
と

な
り
ま
す
。
集
会
施
設
の
名
称
は
、

様
々
な
案
が
出
ま
し
た
が
、
ま
ず
、

粟
井
の
名
称
を
残
す
こ
と
が
決
ま

り
、
さ
ら
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
誰
に
で
も
分
か
り
や
す
く
、
場
所
も
す

ぐ
分
か
る
と
い
う
こ
と
で

☆
粟

井

小

学

校

集

会

所
☆

と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
「
（
仮
称
）
校
舎
運

営
委
員
会
」
は
、
「
粟
井
小
学
校
集
会
所
運
営
委
員
会
」
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
受
託
団
体
や
運
営
団
体
が
決
ま
り
し
だ
い
、
正
式
に
美
作
市
に
報

告
し
ま
す
。

【
二
月

二
日
】

農
産
加
工
室
等
の
管
理
責
任
者
が
交
代
し
ま
す
。

■
二
階
調
理
室

飲
食
店
営
業
・
そ
う
ざ
い
製
造
業

森
本
利
美
↓

安
東
幸
子

■
味
噌
・
麹
室

み
そ
又
は
し
ょ
う
ゆ
製
造
業

内
藤
三
佐
子

■
餅
つ
き
室

菓
子
製
造
業松

井
昇
↓

安
東
寿
夫

■
旧
職
員
室

飲
食
店
営
業
（
ス
タ
デ
ィ
ー
カ
フ
ェ
）

赤
星
賢
太
郎
↓

能
登
美
代

能
登
香
の
里

あ
わ
い
村
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【
二
月
十
八
日
】

粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
友
愛
訪
問
」

粟
井
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
が

歳
以
上

75

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

人
と
、

歳
以
上
の

25

80

高
齢
者
夫
婦
９
世
帯
18

人
、
合
計

人
の
方
を
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友
愛
訪
問
で
お
伺
い
し

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
前
回
に
引

き
続
き
今
回
も
市
販
の

お
弁
当
を
届
け
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
寒
さ
も
去
り
、

春
が
来
ま
す
。
ど
う
か
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

【
二
月

八
日
】

■
第
一
号
議
案

農
家
へ
の
水
稲
作
付
け
面
積
の
目
安
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

美
作
市
農
業
再
生
協
議
会
規
約
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
そ
の
他

◎
畑
地
化
促
進
事
業

水
田
を
畑
地
化
し
て
畑
作
物
の
本
格
化
に
取
り
組
む
農
家
に
一
定
期
間
、
継
続

的
に
支
援
を
行
う
事
業
。[

金
額
、
継
続
期
間
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。]

◎
５
年
水
張
り
ル
ー
ル
の
具
体
化

こ
れ
は
、
５
年
間
に
一
度
も
水
張
り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
は
交
付
金
対
象

と
し
な
い
と
い
う
も
の
で
、
転
換
作
物
が
固
定
化
し
て
い
る
水
田
は
、
畑
地
化

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

＊
ど
ち
ら
も
具
体
的
な
資
料
が
今
後
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
二
月
十
四
日
】

現
在
、
旧
江
見
商
業
の
跡
地
利
用
と
し

て
、「
不
登
校
特
例
校
（
当
面
中
学
生
対
象
）
」

の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
教
委
も

後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
国
と
の
協
議

も
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
初
は
作
東
総

合
支
所
の
利
活
用
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
日

体
大
高
等
部
の
特
別
支
援
学
校
誘
致
で
し
た

が
、
美
作
市
立
の
特
別
支
援
学
校
、
場
所
も

支
所
か
ら
旧
江
見
商
業
跡
地
へ
、
名
称
も
「
特

別
支
援
学
校
誘
致
期
成
会
」
か
ら
「
特
別
支

援
学
校
の
誘
致
を
進
め
る
会
（
安
東
充
宣
会

長
）
」
へ
と
変
遷
し
な
が
ら
の
会
で
す
が
、

こ
こ
で
一
応
会
の
目
的
は
達
成
し
た
の
で
、

会
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
新

た
に
「
協
力
会
」
等
の
新
設
に
移
行
し
ま
す
。

【
一
月
十
五
日
】

■
起
震
車
体
験
＆
消
火
訓
練
、
火
災
報
知
器
の
説
明

今
年
度
の
味
噌
づ
く
り
は
、
麹
づ
く
り
か

ら
味
噌
づ
く
り
ま
で
三
日
間
で
ひ
と
組
・
１

回
と
し
て
、
一
般
が
８
組
・
８
回
、
村
創
り

の
会
が
５
回
、
計

回
製
造
す
る
予
定
で
す
。
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味
噌
づ
く
り
は
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
き
ま
す
。

麹
菌
の
仕
入
れ
先
が
来
年
度
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
が
、
大
豆
の
栽
培
も
軌
道
に
の
り
、

地
元
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
食
文
化
の
伝
承

も
今
の
と
こ
ろ
順
調
で
す
。

今
年
度
の
課
題
は
、
大
豆
の
栽
培
で
す
。

来
年
度
は
ど
ん
な
品
種
に
す
る
の
か
。
ど
こ

ま
で
人
力
に
た
よ
り
、
ど
こ
ま
で
機
械
を
利

用
す
る
の
か
。
六
月
ま
で
に
は
結
論
を
出
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

小
房
の
岡
田
信
二
様
（
亡

仁
志
）
よ
り
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
に
多
額
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
粟
井
地
区
の
福
祉
事
業
に
大
切
に
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
市
社
協
へ
も
報
告
し
ま
す
。

[

編
集
後
記]

思
わ
ぬ
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
数
々
の
予
定
変
更
や
新
た
な
作
業
を
強

い
ら
れ
た
一
月
で
し
た
。
国
道
・
県
道
以
外
の
生
活
道
の
除
雪
が
と
て
も
大
変
だ
っ

た
様
で
す
。
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
市
で
も
補
償
の
対
策
が
練
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
向
け
て
、
持
続
可
能
な
組
織
づ
く
り
の
合
意
形
成

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
現
状
を
十
分
調
査
理
解
し
、
今

後
を
し
っ
か
り
展
望
し
た
い
。
決
ま
れ
ば
一
致
団
結
し
て
粟
井
地
区
の
活
性
化
に
取

り
組
み
た
い
も
の
だ
。

粟井小学校集会所で、起震車体
験、水消火器による消火訓練、
消防署員による火災報知器の説
明を受けました。署員の分かり
やすい説明で防災への理解が深
まりました。


